
 

1 |        レビュー August 17, 2021  No.34 
 

レビュー August 17, 2021   Ｎｏ．34 

©TEIKOKU DATABANK, LTD.  

https://www.tdb.co.jp 
https://www.tdb-di.com 

データソリューション企画部 
杉原 翔太 

仕入単価の上昇に関する分析（１） 

 
輸入に関わる企業では仕入単価上昇の割合が高水準に 

～ 間接的に輸入している企業の仕入単価がより上昇 ～ 

 

 

 

 
世界的に新型コロナウイルスによる影響が続くなか、企業の仕入単価は上昇傾向がみ

られる。特に 2021年以降は、コンテナ不足による海上運賃の高騰や、木材、金属、燃

料などの材料不足・価格上昇が顕著となり、仕入単価上昇の勢いはより強さを増して

いる。帝国データバンク「TDB景気動向調査」によると、2021年 7月の仕入単価 DIは

62.2（前月比 1.1ポイント増）となった。仕入単価 DIは 2020年 5月（50.5）を底に

して、14カ月連続で上昇している（図 1）。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 『運輸・倉庫』『製造』『建設』など 6業界の仕入単価 DIが 60を上回る 

 

 2021年 7月の業界別の仕入単価 DIを確認したところ、『運輸・倉庫』『製造』『建設』など 6業

界で 60を上回る水準となっていた（表 1）。特に、『運輸・倉庫』（65.1、前月比 2.6ポイント増）

や『農・林・水産』（64.0、同 2.7ポイント増）の仕入単価 DIが大きく上昇している。 

 また、業種別では「鉄鋼・非鉄・鉱業製品卸売」（74.9、同 1.9ポイント増）や鉄スクラップな

どの「再生資源卸売」（74.5、同 4.3 ポイント減）、「鉄鋼・非鉄・鉱業」（71.3、同 1.9 ポイント

増）など、金属に関連する業種では 70を超えていた。さらに、ウッドショックの影響が大きい「建

材・家具、窯業・土石製品製造」（67.5、同 2.4ポイント増）や、ガソリンスタンドや燃料小売が

含まれる「専門商品小売」（66.9、同 0.7ポイント減）なども高水準となった。 

図１ 仕入単価 DIの推移（2020年 1月〜2021年 7月） 
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注：仕入単価DIは、前年同月と比べて仕入単価が上昇（低下）したかを尋ねている。
出所：帝国データバンク「TDB景気動向調査」
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2. 輸入に携わる企業、特に間接的に輸入している企業では仕入単価上昇の割合が高い 

 

帝国データバンクの信用調査報告書（CCR）に記載されている輸入の属性を、TDB景気動向調査

の 2021年 7月回答データに付与し、その有無別に仕入単価 DIを算出した（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕入単価 DIは、輸入に携わる企業が 63.3となり、輸入なし（62.1）の水準を 1.2ポイント上

回る水準となっていた。また、仕入単価が 1年前と比べて『上昇』したとする企業の割合をみる

と、輸入あり（56.7％）は、輸入なし（46.7％）を 10％上回っていた1。 

さらに、輸入を「直接輸入」（企業が直接海外と取引を行う）と「間接輸入」（商社などを通し

て間接的に海外と取引を行う）に分けて仕入単価 DIを算出した。その結果、直接輸入より間接

輸入している企業の方が、仕入単価が『上昇』したとする割合が高くなっていた。海上コンテナ

の不足などによる海上運賃の上昇の影響が続くなか、商社などを通して海外と間接的な取引を行

う企業の方が、より仕入単価が上昇していると感じていることを示唆している。 

                                                 
1 『上昇』は、「やや上昇」「上昇」「非常に上昇」を合わせたもの。表 2においては、輸入ありの「や

や上昇」の割合が、輸入なしの「やや上昇」の割合と比べて高くなっていた。 

表１ 業界別、業種別の仕入単価 DI（2021年 7月） 

表 2 輸入に携わる企業の仕入単価 DI（2021年 7月） 

10業界 51業種（TOP10）

出所：帝国データバンク「TDB景気動向調査（2021年 7月）」

順位 51業種 ７月 前月比

1 鉄鋼・非鉄・鉱業製品卸売 74.9 1.9

2 再生資源卸売 74.5 -4.3

3 鉄鋼・非鉄・鉱業 71.3 1.9

4 建材・家具、窯業・土石製品製造 67.5 2.4

5 専門商品小売 66.9 -0.7

6 電気機械製造 66.6 2.1

7 化学品製造 66.2 1.6

8 建材・家具、窯業・土石製品卸売 65.8 1.8

9 機械製造 65.3 2.2

10 運輸・倉庫 65.1 2.6

順位 10業界 ７月 前月比

1 運輸・倉庫 65.1 2.6

2 製造 65.0 1.9

3 建設 64.1 0.7

4 農・林・水産 64.0 2.7

5 卸売 61.7 0.6

6 不動産 60.9 1.1

7 その他 59.5 -2.2

8 小売 59.2 -0.3

9 サービス 54.8 0.6

10 金融 50.7 -2.3

出所：帝国データバンク「TDB景気動向調査（2021年7月）」から帝国データバンク作成

仕入単価DI 低下（％） 上昇（％）

輸入なし 62.1 2.8 46.7

輸入あり 63.3 2.9 56.7

直接輸入あり 62.5 2.3 54.3

間接輸入あり 64.1 3.6 59.5
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【 問い合わせ先 】 

 株式会社帝国データバンク データソリューション企画部 産業データ分析課 

杉原 翔太 

03-5775-3163  keiki@mail.tdb.co.jp 

 

まとめ 

 

本レポートでは、仕入単価の上昇の背景を探るため TDB景気動向調査の結果をもとに、業界

別・業種別で仕入単価 DIを算出し、さらに輸出入の有無による仕入単価 DIの差も検証した。結

果として、業界別では 10業界中 6業界で仕入単価 DIの水準が 60を超えていた。また、業種別

では鉄鋼や鋼材といった金属関連の業種や、ウッドショックの影響が大きい建材関連の仕入単価

DIが高水準だった。さらに輸入の有無別に仕入単価をみると、輸入をしている企業の仕入単価

DIは輸入をしていない企業の仕入単価 DIを 1.2ポイント、仕入単価が『上昇』したとする割合

でみると 10％上回っていた。 

2021年 7月に実施した同調査では、企業から「新型コロナウイルスの影響で経済活動が停滞、

また資材価格が高騰し販売単価に転化できていないため収益を圧迫している」（石油卸売）や

「ウッドショックによる木材、材料などの高騰により買い控えが出てきている」（木造建築工

事）と言った声もあげられている。 

仕入単価が上昇する一方、企業の商品・サービスの販売単価の変化を示す販売単価 DIも上昇

傾向にある。しかし、仕入単価 DIの上昇幅と比べるとその伸びは小さい（図 2）。今後も仕入単

価の上昇が続き、販売単価への転化が進まなければ、企業の収益環境の悪化が懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利

用を超えた複製および転載を固く禁じます。 

帝国データバンクで毎月実施している TDB 景気動向調査にご協力いただける企業さまは、

こちらから登録できます（スマートフォン等をお使いの方は QRコードからも可能です）。 

https://www.tdb-di.com/ent/rent.html 
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注：仕入単価DI（販売単価DI）は、前年同月と比べて仕入単価（販売単価）が上昇
（低下）したかを尋ねている。
出所：帝国データバンク「TDB景気動向調査」

図２ 仕入単価 DIと販売単価 DIの推移（2020年 1月〜2021年 7月） 


